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刀根慎恵, 長谷川正裕, 
内藤陽平, 宮本 憲,  
若林弘樹, 湏藤啓広 

上方アプローチを用いた人工
股関節置換術の短期成績 

中部日本整形
外科災害外科
学会雑誌 

62(4) 707-708 2019 

内藤陽平, 長谷川正裕, 
刀根慎恵, 若林弘樹,  
湏藤啓広 

3D テンプレートを用いた J-Ta
perと INITIAの大腿骨皮質骨と
の接触面積の評価 

Hip Joint 45(2) 619-624 2019 

内藤陽平, 長谷川正裕, 
刀根慎恵, 若林弘樹,  
湏藤啓広 

フィン付カップを用いたセメ
ントレス人工股関節置換術後
早期の成績 

中部日本整形
外科災害外科
学会雑誌 

62(1) 145-146 2019 

刀根慎恵, 長谷川正裕, 
内藤陽平, 若林弘樹,  
湏藤啓広 

寛骨臼骨欠損に対して Metal a
ugment を用いた人工股関節再
置換術の短期成績 

中部日本整形
外科災害外科
学会雑誌 

62(1) 143-144 2019 
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刀根慎恵, 長谷川正裕, 
内藤陽平, 若林弘樹,  
湏藤啓広 

人工関節置換術後の DVT 予防
及び治療に対する Xa 阻害薬の
有用性 

日本人工関節
学会誌 

48 537-538 2018 

内藤陽平, 長谷川正裕, 
刀根慎恵, 若林弘樹,  
湏藤啓広. 

側臥位での人工股関節置換術
における簡易ナビゲーション
ステム HipAlign の有用性 

日本人工関節
学会誌 

48 95-96 2018 

内藤陽平, 長谷川正裕, 
刀根慎恵, 若林弘樹,  
湏藤啓広 

側臥位での人工股関節置換術
における簡易ナビゲーション
システムHipAlign と Image-free
 navigation system の有用性 

中部日本整形
外科災害外科
学会雑誌 

61(5) 1181-1182 2018 

直江祐樹, 南端翔多,  
長谷川正裕, 湏藤啓広 

THA アプローチの違いが術後
筋力回復におよぼす影響 

Hip Joint 44(2) S173-S176 2018 

刀根慎恵, 長谷川正裕, 
服部徹也, 細井 敬,  
内藤陽平, 山口敏郎,  
Pezzotti Giuseppe,  
山川徹, 湏藤啓広 

生体内より摘出された第二世
代 HXLPE ライナーの解析 

Hip Joint 44(1) 374-378 2018 

内藤陽平, 長谷川正裕, 
刀根慎恵, 若林弘樹,  
湏藤啓広 

THA 後の下肢アライメント変
化についての検討 

Hip Joint 44(1) 125-129 2018 

内藤陽平, 長谷川正裕, 
刀根慎恵, 若林弘樹,  
湏藤啓広 

セメントレスカップ設置後の
寛骨臼欠損部に自家海綿骨移
植を行った THA の中期成績 

中部日本整形
外科災害外科
学会雑誌 

61(2) 225-226 2018 

服部徹也, 長谷川正裕, 
細井 敬, 伊東直也,  
刀根慎恵, 内藤陽平,  
山口敏郎, 若林弘樹,  
湏藤啓広 

人工股関節周囲骨折に対して
横止めスクリュー付きセメン
トレスフルポーラスロングス
テムを用いて再々置換術を行
った一例 

Hip Joint 43(2) 747-750 2017 

内藤陽平, 長谷川正裕, 
山口敏郎, 若林弘樹,  
湏藤啓広 

32mmコバルトクロム骨頭とハ
イリークロスリンクポリエチ
レンを用いた THA の長期成績 

Hip Joint 43(1) 243-246 2017 

内藤陽平, 長谷川正裕, 
山口敏郎, 若林弘樹,  
湏藤啓広 

ジルコニア骨頭とハイリーク
ロスリンクポリエチレンを用
いた THA の長期成績 

中部日本整形
外科災害外科
学会雑誌 

60(3) 499-500 2017 

山口敏郎, 若林弘樹,  
湏藤啓広 

人工股関節置換術後慢性感染
に対してステム併用抗菌薬含
有骨セメントスペーサーを使
用して二期的再置換術を行っ
た 1 例 

日本骨・関節
感染症学会雑
誌 

30 64-67 2017 

前田 純一郎, 穂積 晃, 
千葉 恒, 宮本 力, 
尾﨑 誠 

Synergy セメントレス人工股関
節の中期成績 

日本人工関節
学会誌 

第 46 巻 481-482.  

高木理彰, 佐々木幹,  
高窪祐弥 

股関節疾患の診断と治療 -Revi
ew- 

日本整形外科
学会雑誌 

93(11) 947-958 2019 
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高窪祐弥, 佐々木幹,  
高木理彰 

THA における人工関節周囲感
染 (PJI: periprosthetic infectio
n) の病理診断の現状と課題 

Hip Joint 45(1) 14-16 2019 

門馬亮介 ,  石井政次 ,  
佐々木幹, 伊藤重治,  
高窪祐弥, 高木理彰 

初回セメント THA の出血量と
血液型の関係 

Hip Joint 45(2) 885-886 2019 

佐々木幹, 石井政次,  
高木理彰, 高窪祐弥 

Aseptic loosening の人工関節再
置換術 ゆるみのないカップは
温存すべきか？ 

MB Orthopae
dics 

31(13) 11-19 2018 

伊藤重治, 佐々木幹,  
高窪祐弥, 大木弘治,  
大楽勝之, 門馬亮介, 
川路博之, 石井政次,  
高木理彰 

Collarless Polished Tapered ste
m におけるシステム沈下量と
皮質骨海綿骨化に関する検討 

日本人工関節
学会誌 

48 521-522 2018 

門馬亮介, 石井政次,  
川路博之, 高窪祐弥,  
伊藤重治, 大木弘治, 
佐々木幹, 高木理彰 

Taper polish 型ステムを用いた
人工股関節全置換術後の大腿
骨ステム周囲骨折の機種別発
生頻度 

Hip Joint 44(2) 847-849 2018 

高窪祐弥, 伊藤重治,  
大木弘治, 門馬亮介,  
川路博之，小林真司， 
佐々木幹, 石井政次,  
高木理彰 

KT プレートと魂状同種骨移植
により寛骨臼再建を行った人
工股関節再置換術の中期成績 

日本人工関節
学会誌 

48 519-520 2018 

門馬亮介, 石井政次,  
川路博之, 高窪祐弥,  
伊藤重治, 佐々木幹,  
高木理彰 

当院における人工股関節のイ
ンプラント周囲骨折の発生状
況 

日本人工関節
学会誌 

47 457-458 2017 

高窪祐弥，伊藤重治,  
大木弘治，梁 秀蘭， 
長沼 靖, 門馬亮介, 
川路博之, 佐々木明子，
佐々木幹，石井政次， 
高木理彰 

初回 THA において KT プレー
トと圧詰法骨移植により寛骨
臼再建を行ったリウマチ股の
中期成績 

日本人工関節
学会誌 

47 巻   

高窪祐弥, 佐々木幹,  
高木理彰 

変形性股関節症のリハビリテ
ーションに必須の評価法と活
用法 

Jpn H Rehabi
l Med 

   

五十嵐貴宏, 浅野多聞, 
中島 拓, 高木理彰 

恒久性蓋骨脱臼を伴う変形性
膝関節症に対して人工膝関節
全置換術を施行した 1 例 

JOSKAS 42(3) 681-685 2017 

伊藤重治, 佐々木幹,  
高窪祐弥, 高木理彰 

大腿骨転子下不顕性骨折を契
機に診断された Fanconi 症候群
に伴うくる病の 1 例 

東日本整災会
誌 

29 93-98 2017 
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伊藤重治, 佐々木幹, 高
窪祐弥, 嶋村之秀, 鈴木
智人, 高木理彰 

ハイブリット手術室を使用し
た寛骨臼骨折に対する観血的
骨接合術の経験 

東北整災誌 60(1) 123-126 2017 

伊藤重治 ,  高窪祐弥 ,  
佐々木幹, 門馬亮介,  
川路博之, 石井政次,  
高木理彰 

人工股関節全置換術後静脈血
栓塞栓症の検索における造影
CT と静脈エコーの比較検討 

Hip Joint 43(1) 608-611 2017 

伊東貴史, 佐々木幹,  
高窪祐弥, 伊藤重治,  
大木弘治, 高木理彰 

Collarless polished couble stem
固定における高粘度骨セメン
トと中粘度骨セメントの比較 

Hip Joint. 43(2) 1006-1008 2017 

宇野智洋, 原田幹生,  
丸山真博, 村成幸,  
高木理彰, 高原政利 

高校野球選手における投球数
と投球時痛との関係 

整スポ会誌 37(1) 89-93 2017 

佐々木幹, 高窪祐弥,  
伊藤重治, 大木弘治,  
伊東貴史, 石井政次,  
川路博之, 門馬亮介,  
高木理彰 

当科における人工股関節再置
換術の短・中期成績 

Hip Joint 43(2) 928-931 2017 

佐々木幹, 石井政次,  
井田英雄, 高窪祐弥,  
伊藤重治, 門馬亮介,  
小林真司, 大木弘治,  
高木理彰 

山形県における発育性股関節
形成不全（脱臼）の検診と診断
遅延例について 

日小整会誌 26(1) 68-71 2017 

佐竹寛史, 長沼 靖,  
鈴木朱美, 高窪祐弥,  
高木理彰 

重なり趾変形の特徴 東日本整災会
誌 

29 437-441 2017 

澁谷純一郎, 佐竹寛史, 
長沼 靖, 高木理彰, 
石垣大介 

小児上腕骨顆上骨折に伴う神
経麻痺 

骨折 39(4) 948-951 2017 

鈴木朱美, 成田 淳,  
山本尚生, 高木理彰 

膝関節周囲骨切り手術におけ
る 3D プリンターモデルの有用
性 

JOSKAS 42(2) 348-349 2017 

鈴木朱美, 福島重宣,  
村 成幸, 太田大地,  
高木理彰 

Osgood-Schlatter 病の遺残障害
に対し鏡視下骨片摘出術を行
った 2 例 

整スポ会誌 37(3) 262-266 2017 

鈴木朱美, 成田 淳,  
山本尚生, 浅野多聞,  
福島重宣, 高木理彰 

解剖学的二十束前十字靱帯再
建術における大腿骨骨孔作製
法の比較検討 

山形医学 35(2) 61-68 2017 

鈴木智人, 橋本淳一,  
山川淳一, 嶋村之秀,  
赤羽 武, 高木理彰 

脊椎固定術における手術部位
感染の予防法 –ジベカシン筋
肉注射とバンコマイシン粉末 
創内散布の比較検討– 

東日本整災会
誌 

29 56-59 2017 
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鈴木智人, 橋本淳一,  
山川淳一, 嶋村之秀,  
高木理彰 

成人脊柱変形の病態と治療 東北整災誌 60(1) 15-21 2017 

鈴木智人, 橋本淳一,  
山川淳一, 嶋村之秀,  
高木理彰 

脊椎・脊髄手術における肥満症
例の検討 

東北整災誌 60(1) 22-25 2017 

大楽勝之, 大石隆太,  
高原大一郎, 篠村友紀, 
渡邉忠良, 長谷川浩士, 
松木宏史, 林 雅弘,  
佐々木幹, 高木理彰 

10 歳以上の年長児に発症した
ペルテス病の 2 症例 

東北整災誌 60(1) 119-122 2017 

高窪祐弥, 太田大地,  
奥田正太, 大木弘治,  
長沼 靖, 高木理彰 

当科のリウマチ性疾患におけ
る非定型大腿骨骨折症例の検
討 

関節の外科. 43(3-4) 101-106 2017 

高窪祐弥，伊藤重治,  
佐々木幹, 門馬亮介,  
川路博之, 大楽勝之,  
小林真司, 石井政次,  
高木理彰 

過去 12 年間の股関節関節温存
骨切り術の手術件数の推移  
-当院と関連病院の傾向と特徴- 

Hip Joint 43(1) 612-615 2017 

高窪祐弥, 佐々木幹,  
高木理彰 

変形性関節症（股関節）の手術
療法 -骨切り術から人工股関
節置換術まで-Surgical treatmen
t for the patients with osteoarth
ritis of hip – from osteotomy 
of hip to total hip joint arthrop
lasty- 

Pharma medic
a 

35 49-57 2017 

玉井夢果, 小山響子,  
八木橋崇仁, 高窪祐弥, 
伊藤重治, 長沼 靖,  
大木弘治, 梁 秀蘭,  
佐々木明子, 佐々木幹, 
鈴木 潤, 遠藤 誠,  
大泉弘幸, 高木理彰 

関節リウマチ治療中に肺癌に
よる RS3PE 症候群様症状を呈
した腫瘍随伴症候群の 1 例 

東北整災誌 60(1) 167-172 2017 

鶴田大作, 鈴木朱美,  
結城一声, 丸山真博,  
高木理彰 

疼痛の強弱に着目した肩腱板
断裂手術症例の臨床像に対す
る検討 

肩関節 41(2) 494-496 2017 

豊野修二, 石垣大介,  
佐竹寛史, 高木理彰 

受傷後 8 週以上経過した舟状
骨骨折に対する経皮的内固定 

骨折 39(4) 925-928 2017 

成田淳, 鈴木朱美,  
山本尚生, 高木理彰 

透析患者に対する人工膝関節
全置換術の生命予後 

JOSKAS 42(2) 208-209 2017 

原田幹生, 高原政利,  
丸山真博, 高木理彰 

ジュニアテニス選手のパフォ
ーマンスに関与する因子につ
いての検討 -体の痛みや身体
所見との関係- 

日臨スポーツ
医会誌 

25(1) 24-29 2017 
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原田幹生, 高原政利,  
丸山真博, 高木理彰 

ジュニアテニス選手における
腰痛発症の危険因子について
の検討 

整スポ会誌 37(2) 78-83 2017 

村田 宙, 佐々木幹,  
高木理彰 

THA 術後における腰背部運動
機能と自覚的足長差の関連性
の検討 

Hip Joint 43(2) S174-S177 2017 

門馬亮介, 川路博之,  
石井政次, 佐々木幹,  
高窪祐弥, 伊藤重治,  
高木理彰 

反復性人工股関節脱臼に対し
てコンストレインドライナー
のセメント固定を行った 2 例 

東北整災誌 60(1): 127-130 2017 

結城一声, 村 成幸,  
鶴田大作, 鈴木朱美,  
高木理彰 

コンタクト・コリジョンスポー
ツ選手に対する鏡視下 Bankart
修復術（footprint fixation 法）
の治療成績 

東日本整災会
誌 

29 131-136 2017 

結城一声, 村 成幸,  
高木理彰 

肩甲関節窩前縁骨折に対しノ
ットレス DAFF 法を用いた鏡
視下骨接合術の治療経験 

JOSKAS. 42(3) 475-479 2017 

和根崎禎大, 佐々木幹, 
高窪祐弥, 伊藤重治,  
豊島定美, 高木理彰 

副甲状腺亢進症後の大腿骨頚
部骨折に人工股関節全置換術
を施工した 1 例 

東日本整災会
誌 

29 32-36 2017 

鈴木朱美, 石垣大介,  
高木理彰 

腓骨筋腱脱臼の診断と治療 関節外科 36(1) 72-81 2017 

高木理彰, 村川美幸,  
高窪祐弥 

関節リウマチ患者のリハビリ
テーション 

医学と薬学 74(1) 29-39 2017 

高窪祐弥, 佐々木幹,  
高木理彰 

変形性関節症（股関節）の手術
療法 ～骨切り術から人工股
関節置換術まで～ 

Pharma Medic
a 

35(6) 49-57 2017 

河本 聡，黒田 隆， 
河井利之，後藤公志， 
松田秀一 

3 年の間隔を持って両側性に一
過性大腿骨頭萎縮症を生じた
と考えられる一例 

中部整形外科
災害外科学会
雑誌 

61 511-512 2018 

黒田 隆, 猪原 登志子,  
向井 久美, 浅田 隆太, 
秋山 治彦, 松田 秀一 

ステロイド関連大腿骨頭壊死
症の予防と新しい治療 特発
性大腿骨頭壊死に対する成長
因子を用いた再生医療 

整形・災害外
科金原出版 

第 60 巻 
11 号 

1393-1399 2017 

黒田 隆, 浅田隆太,  
猪原登志子, 山本倫生, 
南角 学, 宗和 隆,  
後藤公志, 田畑泰彦,  
秋山治彦, 松田秀一 

成長因子を用いた再生医療 -
特発性大腿骨頭壊死症に対す
る早期低侵襲治療-. 

第 90 回日本
整形外科学会
学術総会 

5 18-21 2017 

黒田 隆, 浅田隆太,  
猪原登志子, 田畑泰彦, 
秋山治彦, 松田秀一 

rhFGF-2 を用いた大腿骨頭壊死
症に対する再生医療 -臨床試
験から治験へ- 

第 3 回日本骨
免疫学会 

6 27-29 2017 
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黒田 隆, 宗和 隆,  
後藤公志, 松田秀一,  
田中健介, 田中 栄,  
瀧上伊織, 秋山治彦 

特発性大腿骨頭壊死症の自然
経過、骨頭圧潰率について 

第 44 回日本
股関節学会 

10 20-22 2017 

黒田 隆, 浅田隆太,  
猪原登志子, 後藤公志, 
秋山治彦, 松田秀一 

rhFGF-2 を用いた特発性大腿骨
頭壊死症に対する低侵襲再生
医療 

第 44 回日本
股関節学会 

10 20-22 2017 

黒田 隆, 宗和 隆,  
後藤公志, 秋山治彦,  
松田秀一 

大腿骨頭壊死症に対する成長
因子を用いた再生医療 

第 32 回日本
整形外科学会
基礎学術集会 

10 26-27 2017 

名越 智 人工股関節全置換術における
セメント固定,セメントレス固
定の使い分け.特集 人工股関
節全置換術 セメント固定 vs.
セメントレス固定 

関節外科 38 24-32 2019 

名越 智，渡邉耕太， 
寺本篤志，射場浩介， 
吉本三徳，山下敏彦， 
辰巳治之，藤宮峯子 

整形外科卒後研修サージカル
トレーニングの現状と今後 
−札幌医大の取り組み− 
【シンポジウム】カダバー研修
の現状と根との展望 

日整会誌 93 584-589 2019 

名越 智，岡﨑俊一郎，
舘田健児，小助川維摩，
清水淳也，金泉 新， 
山下敏彦 

日本整形外科学会股関節疾患
評価質問表（JHEQ）を用いた
各種セメントレス人工股関節
前置換術の評価 

Hip Joint 45 721-725 2019 

小助川維摩, 舘田健児, 
清水淳也, 金泉 新,  
山下敏彦, 名越 智 

寛骨臼荷重面曲率変化点を外
側点とした CE 角の計測方法 

Hip Joint 45 172-176 2019 

勝又 顕，小助川維摩，
舘田健児，山下敏彦， 
名越 智 

Metal-on-Polyethyrene 人工股関
節全置換術後に生じた巨大な
後腹膜腫瘤の 1 例 

北整災誌 61 47-51 2019 

金泉 新，名越 智， 
舘田健児，小助川維摩，
清水淳也, 山下敏彦 

血小板減少に対する人工股関
節全置換術の治療成績 

Hip Joint 45 339-343 2019 

舘田健児，名越 智， 
鈴木大輔，小助川維摩，
佐々木幹人，清水淳也，
金泉 新，山下敏彦 

特発性大腿骨頭壊死症に対す
る大腿骨頭回転骨切り術 

北海道整形災
害外科学会雑
誌 

60 229-233 2019 

舘田健児，名越 智， 
小助川維摩，佐々木幹人，
清水淳也，山下敏彦 

股関節の関節外病変の診断 整形・災害外
科 

62 967-972 2019 

金泉 新，名越 智， 
舘田健児，小助川維摩，
清水淳也，山下敏彦 

血小板減少症に対する人工股
関節置換術の治療成績 

Hip Joint 45 339-343 2019 
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金泉 新，鈴木大輔， 
名越 智，舘田健児， 
小助川維摩，清水淳也，
山下敏彦 

異なるデザインの人工股関節
ショートステムの設置アライ
メントの三次元座標評価 

日本人工関節
学会誌 

49 
（12 月収
載予定） 

 2019 

名越 智 レジストリーデータの活用-me
tal on metal hip arthroplasty- 

整・災外 61 391-401 2018 

金泉 新, 舘田健児,  
小助川維摩, 清水淳也, 
名越 智, 山下敏彦 

寛骨臼回転骨切り術時の関節
内病変と術後 JHEQ の関連 

北海道整災外 59 221-224 2018 

小助川維摩, 名越  智,  
舘田健児,  清水淳也,  
金泉  新,  山下敏彦 

Forgotten joint score 12 を用い
た人工股関節全置換術術後評
価 

整形外科  69 905-909 2018 

小助川維摩, 名越  智,  
舘田健児, 佐々木幹人,  
清水淳也, 金泉 新,  
山下敏彦 

インプラント設置が Forgotten 
joint score 12,JHEQ を用いた
人工股関節全置換術の術後評
価に及ぼす影響 

人工関節学会
誌 

 submit  

喜澤史弥, 鈴木大輔,  
室田英樹, 高橋大介,  
名越 智, 岩崎倫政 

人工股関節置換術後の大腿骨
頭中心変位が術後早期の股関
節外転力におよぼす影響 

臨床バイオメ
カニクス 

39 31-36 2018 

鈴木大輔, 名越 智,  
喜沢史弥, 佐々木幹人, 
山下敏彦 

寛骨臼回転骨切り術における
被覆領域の検討 

臨床バイオメ
カニクス 

39 161-166 2018 

喜澤史弥, 鈴木大輔,  
名越 智 

大腿骨頚部軸と大腿骨頭中心
軸で計測したときの前捻角と
頚体角の差 

Hip Joint 44 159-163 2018 

岡﨑俊一郎, 名越 智, 
舘田健児, 小助川維摩, 
清水淳也, 山下敏彦 

タブレット端末を用いた JHEQ
 データ収集法の評価 

Hip Joint 44 252 -254 2018 

鈴木大輔, 名越  智,  
喜沢史弥, 高島弘幸,  
舘田健児, 小助川維摩, 
佐々木幹人, 岡﨑俊一郎,
山下敏彦 

男性骨盤の前方 CE 角は年齢
とともに増大する 

Hip Joint 44 309 -313 2018 

小助川維摩, 名越 智, 
舘田健児, 清水淳也,  
金泉 新, 山下敏彦 

Forgotten joint score 12 を用い
た人工股関節全置換術術後評
価 下肢可動域の検討 

Hip Joint 44 750 -753 2018 

清水淳也, 名越 智,  
江森誠人, 舘田健児,  
板橋尚秀, 山下敏彦 

大腿骨頭壊死症と鑑別を要し
たびまん型滑膜巨細胞腫の 1
例 

整・災外 61 885-888 2018 
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名越 智 メタル製人工股関節の課題③A
RMD 

人工股関節の
バイオマテリ
アル．材料選
択からデザイ
ンまで 
 (山本謙吾編) 

 216-224 2017 

名越 智 Wedged taper cementless stem
の役割と問題点−conical flat ta
per と rectangular taper ステム− 

Bone Joint N
erve 

7 71-78 2017 

名越 智 整形外科手術 名人の know-ho
w 寛骨臼回転骨切り術におけ
る acetabular reorientation. 

整災外 60 232-236 2017 

岡﨑俊一郎, 名越 智 ステロイド関連大腿骨頭壊死
症の予防と新しい治療. 覧粗
プロザールによる骨壊死の予
防と治療の可能性 

整災外 60 1379-1384 2017 

江森誠人，塚原智英， 
杉田真太郎，園田智子，
村橋靖崇，清水淳也， 
水島衣美，相馬 有， 
佐々木幹人，加谷光規，
名越 智，長谷川匡， 
和田卓郎，山下敏彦 

CD109 は粘液線維肉腫の予後
予測因子である 

北海道整災外 59 6-10 2017 

名越 智, 鈴木大輔,  
岡﨑俊一郎 ,  舘田健児 ,
佐々木幹人, 小助川維摩,
大西史師, 清水淳也,  
山下敏彦 

JHEQ によるセメントレス TH
A の評価 

Hip Joint 43 11-14 2017 

清水淳也, 舘田健児,  
加谷光規, 岡﨑俊一郎, 
小助川維摩, 名越 智, 
山下敏彦 

寛骨臼回転骨切り術時の関節
内病変と画像所見の関連 

Hip Joint 43 81-83 2017 

喜澤史弥, 鈴木大輔,  
名越 智 

寛骨臼形成不全例における大
腿骨近位部構造を指標とした
大腿骨前捻角の予測 

Hip Joint 43 378-381 2017 

名越 智, 鈴木大輔,  
岡﨑俊一郎 ,  舘田健児 ,
佐々木幹人, 小助川維摩,
大西史師, 清水淳也,  
山下敏彦 

Reorientation RAO における na
vigation の有用性の評価 

Hip Joint 43 422-424 2017 

鈴木大輔, 名越 智,  
喜澤史弥, 舘田健児,  
小助川維摩, 佐々木幹人,
岡﨑俊一郎, 山下敏彦 

寛骨臼の前方開角は高位によ
って計測値が大きく異なる 

Hip Joint 43 443-446 2017 
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小助川維摩, 舘田健児, 
清水淳也, 山下敏彦,  
名越 智, 鈴木大輔 

前側方アプローチによる short 
あるいは標準 stem を用いた T
HA の X 線像と JHEQ による評
価 

Hip Joint 43 1030-1033 2017 

河合 誠, 舘田健児, 
池田祐真, 本村遼介,  
加藤卓哉, 加谷光規, 
小助川維摩, 名越 智, 
山下敏彦, 片寄正樹 

Femoroacetabular impingement
に対する理学療法の有用性の
検討. 

Hip Joint 43 S322-S327 2017 

江森誠人, 塚原智英, 
杉田新太朗, 園田智子, 
村橋靖崇, 清水淳也, 
水島衣美 ,  相馬 有 , 
佐々木幹人, 加谷光規, 
名越 智, 長谷川匡,  
和田卓郎, 山下敏彦 

CD109 は粘液繊維肉腫の予後
予測因子である. 

北海道整形災
害外科学会誌 

59 6-10 2017 

鈴木大輔, 鈴木智之, 
大坪英則, 名越 智,  
史野根生 

ACL 付着部繊維軟骨とその軟
骨下骨の機能的適応  
【学会優秀論文賞受賞論文】 

臨床バイオメ
カニクス 

38 1-5 2017 

鈴木大輔, 山川学志 , 
高木鉄矢, 藤江裕道 , 
名越 智 

ACL の比較解剖と進化 臨床バイオメ
カニクス 

38 95-102 2017 

鈴木大輔, 渡邉耕太, 
喜澤史弥, 名越 智, 
山下敏彦 

中高年男女の内側縦アーチの
三次元変化 

臨床バイオメ
カニクス 

38 139-144 2017 

喜澤史弥, 鈴木大輔,  
名越 智 

前捻角・頚体角・オフセットは
大腿骨頭中心座標から導き出
すことができる 

臨床バイオメ
カニクス 

38 145-149 2017 

鈴木大輔, 池谷基志 , 
小倉孝之, 小山洋一 , 
名越 智, 山下敏彦 

コラーゲンシートとコラーゲ
ンペプチドを用いた膝蓋腱の
再生 

臨床バイオメ
カニクス 

38 197-202 2017 

小林千益、青木哲宏、中
川浩之、岩浅智哉、牧山
文亮 

THA 術後脱臼ハイリスク症例
の頻度と脱臼関連因子の検討 

中部整災誌 62 461-462 2019 

小林千益、青木哲宏、 
中川浩之、出田宏和、 
黒河内大輔 

Exeterセメント人工股関節置換
術の合併症と耐用性 

中部整災誌 61 227-228 2018 

小林千益、青木哲宏、 
中川浩之、岩浅智哉、 
牧山文亮 

正確なソケット設置のために
はナビを用いるか、ナビがない
時は仰臥位で両側上前腸骨棘
を基準にするべきである 

中部整災誌 61 713-714 2018 

菅野伸彦, 坂井孝司,  
小林千益, 福島若葉 

特発性大腿骨頭壊死症のデー
タベース 

Bone Joint N
erve 

8(3) 353-360 2018 
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福島若葉 特発性大腿骨頭壊死症の疫
学：ステロイド関連を中心に 

整形・災害外
科 

60(11) 1355-1362 2017 

稲葉 裕, 池 裕之,  
齋藤知行 

特集．股関節を中心とした三次
元アライメント hip-spine と hip
-knee．THA 術後の脊椎－骨盤
アライメントの変化 

関節外科 37(2) 210-217 2018 

稲葉 裕, 池 裕之,  
齋藤知行 

誌上シンポジウム．THA の低
侵襲性と大腿骨ステムの選択．
高齢者に用いられるZweymulle
r 型ステム（SL-PLUS, SL-PLU
S MIA）の特徴と低侵襲 THA 

臨床整形外科 53(3) 191-197 2018 

稲葉 裕, 池 裕之,  
齋藤知行 

特集「人工股関節置換術のトレ
ンド」．ナビゲーション支援人
工股関節全置換術 

運動器リハビ
リテーション 

28(4) 367-373 2018 

池 裕之, 稲葉 裕,  
齋藤知行 

ステロイド関連大腿骨頭壊死
症 

リウマチ科 59(5) 547-553 2018 

大石隆幸, 小林直実,  
稲葉 裕, 久保田聡,  
小林大悟, 齋藤知行 

Cam-type FAI における 18F-flu
oride PET/CT の異常集積部位
とコンピュータシミュレーシ
ョンによるインピンジメント
部位の一致率 

JOSKAS 
（ 日 本 関 節
鏡・膝・スポ
ーツ整形外科
学会雑誌） 

43 643-647 2018 

北野利夫, 一戸貞文,  
稲葉 裕, 大谷卓也,  
尾崎敏文, 小林大介,  
西須 孝, 高橋祐子,  
服部 義, 星野裕信 

大腿骨頭すべり症症例登録 
（日本小児整形外科学会） 

Bone Joint N
erve 

8(3) 387-393 2018 

稲葉 裕, 中村直行,  
池 裕之, 町田治郎,  
齋藤知行 

IV.小児股関節疾患に対する治
療の実際．Perthes 病の手術療法
の実際 

関節外科 1 0
月増刊号 

37 161-169 2018 

東平翔太, 小林直実,  
大石隆幸, 崔 賢民,  
池 裕之, 稲葉 裕 

Tesla Multiple Echo Recombine
d Gradient Echo MRI による関
節唇損傷診断の有用性－鏡視
下所見との比較検討－ 

東日本整形災
害外科学会雑
誌 

31(1) 61-65 2019 

辻 雅樹, 赤松 泰,  
熊谷 研, 小林秀郎,  
稲葉 裕, 三ツ木直人, 
瀧 直也 

変形性膝関節症に施行した O
WHTO の病期によるナビゲー
ションの有用性の検討 

日本関節病学
会誌 

38(2) 115-120 2019 

藤巻 洋, 中澤明尋,  
竹内 剛, 草山喜洋,  
大庭真俊, 井出 学,  
金 由梨, 稲澤 真,  
東 親吾, 稲葉 裕 

下肢関節症と腰椎骨盤矢状面
アライメントの関連について 

日本関節病学
会誌 

38(2) 127-132 2019 

池 裕之, 大庭真俊,  
稲葉 裕 

股関節疾患に対する有限要素
解析の有用性 

Precision Med
icine 北隆館 

2(11) 22-25 2019 
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稲葉 裕, 池 裕之 1）自然経過. 2.保存療法  
2 章 変形性股関節症の外来診
療. 内尾祐司編集 

ここが大事！
下肢変形性関
節症の外来診
療. 南江堂 

 38-40 2019 

稲葉 裕, 池 裕之 1.診断と専門医への紹介とタ
イミング  
2 章 変形性股関節症の外来診
療. 内尾祐司編集 

ここが大事！
下肢変形性関
節症の外来診
療. 南江堂 

 30-37 2019 

稲葉 裕, 斎藤 充,  
羽山哲夫, 高平尚伸,  
内山勝文 

シンポジウム．変形性股関節症
診療ガイドラインの改訂のポ
イント．変形性股関節症診療ガ
イドライン 2016 の疫学・自然
経過における改訂のポイント 

日整会誌 92 525-529 2018 

小林直実, 崔 賢民,  
友山瑛人, 稲葉 裕 

特集：整形外科手術部位感染対
策マニュアル．II．Surgical Sit
e Infection (SSI) への対応．人
工関節周囲感染（periprosthetic 
joint infection: PJI）の診断 

MB Orthop 31(10) 63-70 2018 

川端佑介, 竹本 暁,  
鈴木迪哲, 菊池雄斗,  
斎藤桂樹, 根津 悠,  
松尾光祐, 稲葉 裕,  
加藤生真, 齋藤知行 

CT/有限要素解析を用いて病的
骨折予測を行い低侵襲手術が
可能であった大腿骨近位部骨
病変の 1 例 

関東整災誌 49(6) 419-424 2018 

池 裕之, 稲葉 裕,  
齋藤知行 

バイオメカニクス．股関節の診
察．I 診察の進め方．整形外科
 日常診療のエッセンス 下
肢．石橋恭之編集 

MEDICAL VI
EW 

 18-19 2018 

池 裕之, 稲葉 裕,  
齋藤知行 

股関節・大腿の解剖．股関節の
診察． 
I 診察の進め方．整形外科 日
常診療のエッセンス 下肢．石
橋恭之編集 

MEDICAL VI
EW 

 8-17 2018 

山田浩司, 市村正一,  
森井健司, 山本謙吾,  
立岩俊之, 正岡利紀,  
稲葉 裕, 岡 敬之,  
篠崎智大, 松下和彦 

SSI 予防における手術室等の設
備，環境に関する整形外科領域
のエビデンス 

日関病誌 36(2) 89-95 2017 

稲葉 裕, 手塚太郎,  
齋藤知行 

特集．変形性股関節症に対する
関節温存手術の現状と将来展
望．Ⅲ.骨切り術への新しい技
術の導入．CT-based ナビゲーシ
ョンを応用した小皮切寛骨臼
回転骨切り術（RAO） 

関節外科 36(9) 968-975 2017 
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稲葉 裕, 池 裕之,  
齋藤知行 

特集．人工股関節置換法－アプ
ローチと最新の機器のトレン
ド．Ⅱ．各論．最新のナビゲー
ションシステムとロボット手
術 

関節外科 36(11) 1190-1197 2017 

小林直実, 稲葉 裕,  
齋藤知行 

特集．スポーツ外傷・障害に対
する最先端の診断法と治療法．
Positron Emission Tomography
（PET）によるスポーツ外傷・
障害の画像診断 

臨床スポーツ
医学 

34(12) 1248-1251 2017 

川村正樹, 小林直実,  
稲葉 裕, 崔 賢民,  
齋藤知行, 友山瑛人 

整形外科感染症診断における
顆粒球エラスターゼキットの
有用性 

日本骨・関節
感染症学会雑
誌 

31 32-35 2017 

友山瑛人, 小林直実,  
稲葉 裕, 川村正樹,  
崔 賢民, 茂原 茂,  
山崎悦子, 齋藤知行 

整形外科領域感染において分
離された Staphylococcus 属の最
小発育阻止濃度の検討～他科
分離株との比較～ 

日本骨・関節
感染症学会雑
誌 

31 96-101 2017 

稲葉 裕, 池 裕之,  
齋藤知行 

骨の構造・疾病とバイオメカニ
クスの関係 
1 章．有限要素解析のための基
礎知識．骨のバイオメカニクス
解析． 
稲葉 裕、東藤 貢（編集） 

MEDICAL VI
EW 

 2-11 2017 

稲葉 裕, 池 裕之,  
齋藤知行 

股関節領域に応用する 
3 章．臨床への応用．骨のバイ
オメカニクス解析 
稲葉 裕、東藤 貢（編集） 

MEDICAL VI
EW 

 114-125 2017 

稲葉 裕 II. 再置換術．人工股関節感染
に対する二期的再置換術．OS 
NEXUS 12.股関節の再建法．成
功への準備とコツ 
中村 茂（編集） 

MEDICAL VI
EW 

 136-145 2017 

池 裕之, 稲葉 裕,  
齋藤知行 

Q&A から学ぶアクセプトされ
る論文の書き方 
4 章．Step up 英文雑誌への投
稿．稲葉 裕、東藤 貢（編集） 

MEDICAL VI
EW 

 140-150 2017 

稲葉 裕, 池 裕之,  
齋藤知行 

セメント/セメントレスカップ
3 章．人工股関節のデザイン.
人工股関節のバイオマテリア
ル．材料選択からデザインま
で．山本謙吾（編集） 

MEDICAL VI
EW 

 150-158 2017 

稲葉 裕, 池 裕之,  
齋藤知行 

変形性股関節症 2.人工股関
節全置換術．第 5 章外科療法.
 診断と治療の ABC．変形性
関節症． 
田中 栄（編集） 

最新医学社  200-210 2017 
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稲葉 裕 股関節～大腿  
4.下肢の外傷・障害． 
第 3 章少林寺拳法に伴う外
傷・障害の特徴と予防のポイン
ト.  
武道のスポーツ医学 少林寺
拳法．武藤芳照（監修） 
山下俊彦、田中康仁（編集） 

ベ ー ス ボ ー
ル・マガジン
社 

 97-103 2017 

池村 聡、本村悟朗、 
河野紘一郎、福士純一、
濱井 敏、藤井政徳、 
中島康晴 

特発性大腿骨頭壊死症におけ
る MRI axial 像所見の検討 

Hip Joint 45 528-530 2019 

本村悟朗, 中島康晴,  
山本卓明 

境界領域 知っておきたい ス
テロイド関連大腿骨頭壊死症
の発生予防は可能か 

臨床整形外科 53 巻 246-248 2018 

久保祐介, 本村悟朗,  
池村 聡, 中島康晴,  
山本卓明 

【ステロイド関連大腿骨頭壊
死症の予防と新しい治療】  
大腿骨頭回転骨切り術後の関
節症性変化の進行防止に向け
た試み 

整形・災害外
科 

60(11) 1401-1406 2017 

本村悟朗, 池村 聡,  
中島康晴, 山本卓明 

【ステロイド関連大腿骨頭壊
死症の予防と新しい治療】  
三剤併用による骨壊死予防の
試み 

整形・災害外
科 

60(11) 1369-1372 2017 

本村悟朗, 園田和彦,  
池村 聡, 濱井 敏,  
福士純一, 中島康晴 

若年性大腿骨頭軟骨下脆弱性
骨折に対する骨切り術の可能
性 

日本関節病学
会誌 

36(2) 103-106 2017 

中島康晴, 福士純一,  
本村悟朗, 池村 聡,  
濱井 敏, 藤井政徳 

【四肢関節の骨切り術】 
股関節 変形性股関節症に対す
る寛骨臼移動術 

整形外科 68(8) 762-767 2017 

伊東良広, 本村悟朗,  
竹内直英, 中島康晴,  
岩本幸英 

保存的治療中に完全転位をき
たした両側大腿骨非定型不全
骨折の 1 例 

整形外科 68(4) 335-337 2017 

神野哲也, 青田恵郎,  
阿部 功, 古賀大介,  
大橋寛憲, 瀬川裕子,  
平尾昌之, 高田亮平 

変形性股関節症診療ガイドラ
インの改訂ポイント -病態-. 

日本整形外科
学会雑誌 

92(9) 530-534 2018 

神野哲也 専門医をめざす症例問題トレ
ーニング 骨盤・股関節疾患 

整形外科 69(10) 1059-1065 2018 

高田亮平, 神野哲也 変形性股関節症 整形外科看護 23(4) 351-354 2018 

平尾昌之, 神野哲也,  
宮武和正, 高田亮平,  
瀬川裕子, 大川 淳 

人工股関節全置換術術後鎮痛
における大腿神経ブロック 
(自己調節持続皮下注射との比
較検討) 

Hip Joint 44 88-93 2018 
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神野哲也 セメント/セメントレスステム 人工股関節の
バイオマテリ
アル 材料選
択からデザイ
ンまで．山本
謙吾編．メジ
カルビュー社 

 159-169 2017 

高橋詠二, 兼氏 歩,  
市堰 徹, 福井清数,  
沼田優平, 川原範夫 

低侵襲寛骨臼骨切り術(SPO)例
に対する日本整形外科学会股
関節疾患評価質問票(JHEQ)に
よる術後評価 

Hip Joint 44(1) 41-6 2018 

川原誓子, 兼氏 歩,  
高橋詠二, 神戸晃男,  
影近謙治 

術前指導内容が低侵襲寛骨臼
骨切り術後の筋力回復に及ぼ
す影響 

Hip Joint 44(2) S244-S247 2018 

兼氏 歩, 松本忠美,  
川原範夫 

人工股関節の研究と臨床成績
および今後の展望 

金沢医科大学
雑誌 

43 9-14 2018 

兼氏 歩 低侵襲寛骨骨切り術について 石川医報 1671 34-36 2018 

市堰 徹, 植田修右,  
相馬大輔, 兼氏 歩,  
川原範夫 

リバース型人工肩関節置換術
後の短期成績と早期リハビリ
の有用性 

中部整災誌 61 133-134 2018 

植田修右, 市堰 徹,  
相馬大輔, 兼氏 歩,  
川原範夫 

化膿性肩関節炎に対して手術
加療を行った 4 例の治療成績 

中部整災誌 61 333-334 2018 

市堰 徹, 兼氏 歩,  
川原範夫 

特発性大腿骨頭壊死症の診断 MB Orthop 30(10) 161-168 2017 

市堰 徹, 植田修右,  
土屋雅信, 兼氏 歩,  
松本忠美, 川原範夫 

ステロイド関連骨壊死に対す
る新たな予防の可能性 

整形・災害外
科 

60 1373-1377 2017 

樋口善俊, 関 泰輔,  
竹上靖彦, 笠井健広,  
大倉俊昭, 大澤郁介,  
金子慎哉, 牧田和也 

32mm Ceramic on Ceramic TH
A は 28mm Ceramic on Cerami
c THA より良好な臨床成績と
同等の低摩耗性を示す 

日本人工関節
学会誌 

48 477-478 2018 

関 泰輔, 竹上靖彦,  
樋口善俊, 笠井健広,  
大倉俊昭, 大澤郁介,  
森田大悟, 草野大樹,  
鈴木謙太郎 

術前の心理的要因は人工股関
節全置換術の成績に影響する
か? 

Hip Joint 44 255-258 2018 

森田大悟, 関 泰輔,  
天野貴文, 竹上靖彦,  
笠井健広, 樋口善俊,  
大倉俊昭, 大澤郁介,  
草野大樹 

寛骨臼形成不全股における変
形性股関節症進行の新たな X
線学的予測因子 

Hip Joint 44 138-143 2018 
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竹上靖彦, 関 泰輔,  
樋口善俊, 笠井健広, 
大倉俊昭, 大澤郁介,  
森田大悟, 草野大樹,  
金子慎哉, 長谷川幸治 

大腿骨前捻角は、寛骨臼形成不
全症に対する偏心性寛骨臼回
転骨切り術の術前、術後の臨床
成績と関連しない 

Hip Joint 44 33-36 2018 

天野貴文, 関 泰輔,  
竹上靖彦, 笠井健広,  
小松大悟, 樋口善俊,  
大倉俊昭, 大澤郁介,  
森田大悟, 草野大樹 

偏心性寛骨臼回転骨切り術に
おける術前 2D テンプレーティ
ング法の試み 

Hip Joint 43(2) 1012-1016 2017 

金子慎哉, 竹上靖彦,  
関 泰輔 

人工骨頭挿入術後脱臼におけ
る寛骨臼形成不全に関する X
線学的パラメーターの検討 

Hip Joint 43(1) 702-704 2017 

天野貴文, 関 泰輔,  
竹上靖彦, 笠井健広,  
小松大悟, 樋口善俊,  
大倉俊昭, 大澤郁介,  
森田大悟, 草野大樹 

60 歳時における偏心性寛骨臼
回転骨切り術の臨床経過 

Hip Joint 43(1) 431-434 2017 

関 泰輔, 竹上靖彦,  
天野貴文, 小松大悟,  
樋口善俊, 笠井健広,  
大澤郁介, 大倉俊昭,  
森田大悟, 草野大樹 

THA 患者の満足度における臨
床的に意味のある改善に関わ
る因子 

Hip Joint 43(1) 196-199 2017 

竹上靖彦, 関 泰輔,  
樋口善俊, 小松大悟,  
笠井健広, 森田大悟,  
大倉俊昭, 大澤郁介,  
草野大樹 

インターネット上の股関節骨
切り術についての情報の質 

Hip Joint 43(1) 24-28 2017 

石原昌人, 仲宗根哲,  
平良啓之, 金谷文則 

大腿骨頭回転骨切り術後の人
工股関節全置換術の注意点 

Hip Joint 45(2) 700-706 2019 

仲宗根哲, 石原昌人,  
平良啓之, 金谷文則,  
高江洲美香 

仰臥位 THA における機能的骨
盤基準面を参照とした術中カ
ップ支援デバイスのカップ設
置精度 

Hip Joint 45(1) 538-542 2019 

仲宗根哲, 石原昌人,  
翁長正道, 仲宗根素子, 
金谷文則, 長嶺覚子,  
知花由晃, 瑞慶山良太, 
亀谷 勇 

【整形外科疾患のリハビリテ
ーション最前線】 
変形性股関節症 

Journal of Cli
nical Rehabilit
ation 

27(7) 677-687 2019 

翁長正道, 大湾一郎,  
仲宗根哲, 金谷文則 

仰臥位前方アプローチ THA に
おいて大腿骨挙上操作に影響
を与える患者因子 

日本人工関節
学会誌 

48 303-304 2018 

石原昌人, 仲宗根哲,  
平良啓之, 金谷文則 

Tritanium cup を用いた人工股
関節全置換術の短期成績 

日本人工関節
学会誌 

48 191-192 2018 
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平良啓之, 仲宗根哲,  
石原昌人, 金谷文則 

当院における特発性大腿骨頭
壊死症の手術成績 

Hip Joint 44(1) 455-458 2018 

仲宗根哲, 石原昌人,  
平良啓之, 金谷文則,  
高江洲美香, 宮田佳英 

【コンピュータ支援手術の現
状と課題】 
三次元テンプレーティングシ
ステムにリンクした術中支援
デバイスを用いた人工股関節
全置換術 

整形・災害外
科 

61(10) 1225-1233 2018 

平良啓之, 仲宗根哲,  
石原昌人, 山中理菜,  
親川 知, 松田英敏,  
東 千夏, 神谷武志,  
大城裕理, 金谷文則 

片側性大腿骨頭壊死症の発症 9
年後に反対側に生じた特発性
大腿骨頭壊死症の 1 例 

整形外科と災
害外科 

67(2) 318-321 2018 

仲宗根哲, 石原昌人,  
平良啓之, 金谷文則,  
宮田佳英 

仰臥位前方アプローチ人工股
関節全置換術における大腿骨
挙上フックシステムの有用性 

日本人工関節
学会誌 

47 巻 109-110 2017 

石原昌人, 仲宗根哲,  
平良啓之, 金谷文則 

BiCONTACT stem を用いた人
工股関節全置換術の短中期成
績 

日本人工関節
学会誌 

47 651-652 2017 

石原昌人, 仲宗根哲,  
平良啓之, 金谷文則 

特発性大腿骨頭壊死症に対す
る大腿骨頭回転骨切り術後の
人工股関節全置換術の臨床成
績 

日本人工関節
学会誌 

47 649-650 2017 

平良啓之, 仲宗根哲,  
石原昌人, 金谷文則 

VerSys Hip System を使用した
人工股関節全置換術の臨床成
績 

日本人工関節
学会誌 

47 605-606 2017 

仲宗根哲, 石原昌人,  
仲宗根素子, 神谷武志, 
東 千夏, 金谷文則,  
高江洲美香, 宮田佳英 

【MIS 股関節手術-最近の進歩
-】MIS 人工股関節手術と周術
期管理プログラムによる早期
退院とその医療経済効果 

整形外科最小
侵襲手術ジャ
ーナル 

85 35-40 2017 

長嶺覚子(琉球大学医学部
附属病院  リハビリテー
ション部), 上地一幸,  
山内貴敬, 仲宗根哲,  
石原昌人, 金谷文則 

股関節手術後患者の身体活動
と JHEQ の関連性 

Hip Joint 43(2) S343-S347 2017 

平良啓之, 仲宗根哲,  
石原昌人, 金谷文則 

当科における人工股関節全置
換術・再置換術後感染の治療成
績 

Hip Joint 43(1) 566-569 2017 

仲宗根哲, 石原昌人,  
平良啓之, 神谷武志,  
東 千夏, 松田英敏,  
大城裕理, 金谷文則,  
高江洲美香, 宮田佳英 

【人工股関節置換法 アプロ
ーチと最新の機器のトレンド】
仰臥位前方アプローチ人工股
関節全置換術における新しい
レトラクターホルダーシステ
ム 

関節外科 36(11) 1183-1189 2017 
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長嶺覚子, 山内貴敬,  
仲宗根哲, 神谷武志,  
石原昌人, 金谷文則 

当院における股関節術後患者
の就労に関する実態調査 JHE
Q との関連性 

理学療法沖縄 18 10-13 2017 

竹内博紀, 入江 徹， 
下段 俊，浅野 毅,  
髙橋大介, 岩崎倫政 

大腿骨転子間弯曲内反骨切り
術が術後股関節外転角度に与
える影響 

Hip Joint 44 450-454 2018 

清水寛和, 浅野 毅， 
髙橋大介, 入江 徹， 
新井隆太，加藤琢磨， 
林 晴久，岩崎倫政 

大腿骨転子間弯曲内反骨切り
術後に関節裂隙狭小化を生じ
る因子の検討 

Hip Joint 44 459-463 2018 

浅野 毅，髙橋大介,  
入江 徹, 岩崎倫政 

全身性エリテマトーデス患者
における無症候性特発性大腿
骨頭壊死症の存在 

東日本整災会
誌 

29 28-31 2017 

 


